
大
正
期
に
お
け
る

　
　
別
府
の
観
光
振
興
を
め
ぐ
っ
て

織
　
田
　
直
　
文

は
じ
め
に

　
日
本
は
明
治
以
降
、
一
国
の
近
代
化
と
と
も
に
地
方
の
地
域
振
興
を

図
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
明
治
の
十
年
代
ま
で
は
、
近
代
国
家
と

し
て
の
政
治
・
行
政
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が
主
た
る
課
題
で
あ
り
、
地
方

の
振
興
は
思
う
よ
う
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
例
え
ば
天
皇
東
道
後

衰
退
著
し
い
京
都
市
の
再
生
策
は
芳
し
く
な
く
。
、
宮
城
県
の
野
蒜
港

の
よ
う
に
、
事
業
半
ば
に
し
て
中
止
さ
れ
た
例
も
あ
っ
た
。
や
が
て
明

治
二
十
年
代
に
な
る
と
鉄
道
に
よ
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
港
湾
整
備

が
進
み
、
あ
る
い
は
個
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
例
え
ば
京
都
市
で
の

「
琵
琶
湖
疏
水
開
発
」
（
明
治
一
八
年
～
二
二
年
）
が
成
功
を
収
め
、

脚
光
を
浴
び
た
わ
。

　
港
湾
、
鉄
道
、
潅
漑
用
水
、
運
河
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
土
木
的
な
ハ
ー

ド
整
備
が
行
き
届
く
と
、
明
治
末
か
ら
大
正
・
昭
和
初
期
に
至
る
と
そ

れ
ら
の
イ
ン
フ
ラ
を
活
か
す
地
域
振
興
、
例
え
ば
観
光
振
興
（
大
正
期

の
観
光
ブ
ー
ム
）
な
ど
が
生
ま
れ
て
く
る
む
。
筆
者
は
そ
の
典
型
が
大

分
県
別
府
（
時
代
と
と
も
に
別
府
の
「
町
域
」
「
市
域
」
は
変
化
す
る

の
で
、
本
稿
で
は
「
別
府
」
と
す
る
）
で
あ
っ
た
。

　
近
代
の
別
府
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
既
に
浦
達
雄
が
、
本
誌
第
十
九

号
の
論
説
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
近
代
に
お
け
る
別
府
の
発
展
に
は
一
八
七
一
　
（
明
治
四
）
年
の
別

　
府
港
の
築
港
と
そ
れ
に
伴
う
瀬
戸
内
航
路
の
開
設
、
一
九
〇
〇
（
明

　
治
三
三
）
年
の
別
大
電
車
、
一
九
一
一
　
（
明
治
四
四
）
年
の
別
府
駅

　
開
業
な
ど
、
交
通
近
代
化
の
影
響
が
計
り
し
れ
な
い
。
ま
た
上
総
掘

　
り
に
よ
る
温
泉
の
人
工
掘
削
、
立
身
出
世
型
の
人
材
の
流
入
、
観
光

　
施
設
の
開
発
、
日
清
、
日
露
戦
争
後
の
好
景
気
な
ど
様
々
な
理
由
で
、

　
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
別
府
八
湯
の
旅
館
数
は
拡
大
し
た
と

　
推
定
で
き
よ
う
ｏ
。

　
本
橋
は
右
記
の
指
摘
の
う
ち
、
と
く
に
都
市
の
物
的
（
ハ
ー
ド
）
整

備
と
、
立
身
出
世
型
の
人
材
の
流
入
、
す
な
わ
ち
油
屋
熊
八
（
以
下
「
熊

ハ
」
と
す
る
）
ら
の
こ
と
を
さ
す
が
、
と
く
に
別
府
の
宣
伝
や
イ
メ
ー

ジ
形
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
言
わ
れ
る
熊
八
の
人
物
像
の
整
理
を
試

み
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
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一
　
資
料
の
状
況

　
大
正
期
に
お
け
る
別
府
の
地
域
振
興
に
関
し
て
述
べ
る
に
あ
た
り
、

参
考
と
す
べ
き
文
献
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
表
一
の
よ
う
な
も
の
が
確
認

で
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
は
ま
だ
全
体
の
一
部
に
す
ぎ
ず
、
今
後

さ
ら
に
拡
充
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
文
献
を
大
別

す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　
第
一
が
、
歴
史
・
史
実
と
し
て
の
別
府
発
展
の
経
過
を
記
述
し
た
も

の
で
、
例
え
ば
町
史
（
認
）
・
市
史
（
誌
）
を
は
じ
め
、
是
永
勉
の
『
別

府
今
昔
』
や
堀
藤
吉
郎
・
志
多
摩
一
夫
の
『
目
で
見
る
別
府
百
年
』
、

安
部
巌
の
『
ふ
る
さ
と
の
想
い
出
　
写
真
集
　
明
治
・
大
正
・
昭
和
・

別
府
』
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
な
お
、
町
・
市
史
（
誌
）
は
過
去
六

回
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
大
正
三
年
に
出
さ
れ
た
『
別
府
町
史
』
が
最
も

古
く
、
最
も
新
し
い
も
の
が
、
平
成
十
五
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
別
府
市

誌
』
で
、
こ
れ
は
現
在
で
も
市
役
所
で
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
二
が
、
別
府
観
光
振
興
に
貢
献
し
た
様
々
な
人
物
に
関
す
る
資
料

で
あ
る
。
そ
の
中
の
中
心
人
物
が
熊
八
な
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
熊
八

本
人
が
遺
し
た
日
記
や
資
料
は
意
外
と
少
な
く
、
ま
た
宇
都
宮
則
綱
の

よ
う
に
自
伝
を
遺
し
た
人
物
も
い
る
に
は
い
る
か
、
関
連
す
る
人
物
に

つ
い
て
は
、
全
体
的
に
資
料
が
乏
し
く
、
詳
し
く
分
か
ら
な
い
状
況
に

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
そ
の
中
で
、
大
分
県
立
図
書
館
や
別
府
市
立
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
関
連
資
料
が
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
兼
子
鎮
雄
が
昭
和

二
七
年
に
ガ
リ
版
刷
り
で
作
成
し
た
「
観
光
別
府
の
先
覚
者
　
油
屋
熊

ハ
」
（
別
府
市
立
図
書
館
蔵
）
は
、
熊
ハ
の
経
歴
、
年
表
、
性
格
、
人

物
評
価
な
ど
、
か
な
り
詳
し
く
述
べ
て
あ
る
。
そ
こ
に
は
熊
八
と
同
時

代
を
生
き
た
人
間
の
証
言
と
し
て
の
記
録
の
価
値
を
見
出
し
た
い
。
宇

都
宮
の
自
伝
『
回
顧
七
十
年
』
は
後
の
様
々
な
文
献
に
か
な
り
引
用
さ

れ
て
お
り
、
梅
田
凡
平
（
幼
名
、
卯
太
一
郎
）
に
つ
い
て
も
別
府
市
立

図
書
館
や
親
族
所
蔵
資
料
が
あ
っ
て
、
参
考
に
さ
れ
て
い
る
が
、
原
北

陽
（
本
名
「
熊
太
郎
」
）
に
つ
い
て
は
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

熊
八
の
人
生
に
大
き
く
関
わ
っ
た
妻
の
ユ
キ
や
亀
井
ア
イ
な
ど
に
つ
い
て

は
、
今
回
の
調
査
で
論
ず
る
に
足
る
十
分
な
資
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
第
三
が
、
以
上
の
よ
う
な
資
料
や
、
独
自
の
調
査
を
も
と
に
書
か
れ

た
著
作
で
あ
る
。
昭
和
五
四
年
の
志
多
摩
一
夫
『
別
府
開
発
の
偉
人

油
屋
熊
八
』
（
以
下
、
本
稿
で
は
「
著
者
名
の
後
に
「
・
・
本
」
を
付

け
て
表
記
す
る
）
を
か
わ
き
り
に
、
以
後
村
上
秀
夫
（
昭
和
五
九
年
、

平
成
十
年
）
、
佐
賀
忠
男
（
昭
和
五
九
年
）
、
岩
藤
み
の
る
（
平
成
十
一

年
）
等
は
、
熊
八
や
周
辺
の
人
物
を
含
め
て
で
き
る
だ
け
史
実
に
則
り
、

し
か
し
基
本
的
に
は
読
み
物
と
し
て
著
し
た
秀
作
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
も
読
み
物
と
し
て
の
完
成
度
を
高
め
る
た
め
、
一
部
に
フ
ィ
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ク
シ
ョ
ン
が
混
ざ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
志
多
摩
本
と
村
上
本
は

当
時
の
写
真
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
村
上
の
第
二
作
に
は
、

熊
八
直
筆
の
文
書
の
転
記
を
試
み
て
い
る
な
ど
で
、
史
料
価
値
は
あ
る
。

西
日
本
新
聞
社
に
昭
和
六
十
年
五
月
二
四
日
か
ら
八
四
回
連
載
さ
れ
た

と
い
う
佐
賀
忠
男
の
「
湯
け
む
り
太
平
記
・
油
屋
熊
八
物
語
」
、
あ
る

い
は
、
熊
八
の
人
生
の
全
容
と
そ
の
周
辺
人
物
ら
の
活
躍
を
ド
ラ
マ

チ
ッ
ク
に
描
い
た
岩
藤
の
『
甦
れ
目
熊
八
た
ち
』
は
、
い
ず
れ
も
読
み

物
と
し
て
完
成
度
の
高
い
作
品
で
、
全
体
像
を
掴
む
に
は
最
も
優
れ
た

作
品
と
し
て
評
価
で
き
る
。
な
お
、
佐
和
み
ず
え
の
『
別
府
　
華
ホ
テ

ル
　
観
光
王
と
娘
の
夢
』
（
平
成
十
八
年
）
は
、
著
者
自
ら
も
語
っ
て

い
る
よ
う
に
、
ま
っ
た
く
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
読
む
べ
き
も
の
で

あ
る
。

　
第
四
が
、
別
府
観
光
や
熊
八
等
の
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
す
る
雑
誌
、

新
聞
記
事
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
あ
る
。
そ
れ
ら
も
古
い
物
は
、
史
料

価
値
が
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
本
誌
第
十
九
号
で
、
「
別
府
八
湯
も
の

が
た
り
」
と
題
し
、
別
府
の
歴
史
紹
介
を
し
て
い
る
平
野
芳
弘
、
あ
る

い
は
小
野
弘
な
ど
は
、
相
当
の
期
間
を
か
け
て
、
そ
れ
ら
を
収
集
、
保

管
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
近
年
の
も
の
は
、
別
府
の
魅
力
を
知
ら
せ

る
広
報
的
意
味
合
い
で
様
々
な
も
の
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の

中
で
は
と
く
に
「
Ｂ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｎ
」
第
十
号
の
『
油
屋
熊
八
と
別
府
』
」

（
平
成
四
年
）
や
別
府
市
観
光
協
会
が
出
し
た
『
地
獄
の
あ
る
都
市

油
屋
熊
八
と
別
府
観
光
・
地
獄
巡
り
』
（
平
成
十
四
年
）
は
秀
作
で
あ

る
。
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
記
録
と
し
て
、
吉
永
カ
メ
ラ
店
（
吉
永
秀
生
）

が
、
彼
の
先
代
が
約
五
十
年
前
の
別
府
を
八
ミ
リ
映
写
機
で
記
録
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
焼
き
付
け
、
現
在
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
極
め
て
貴
重
な
映
像
記
録
で
あ
り
、
今
後
は

学
術
的
価
値
が
増
す
と
思
わ
れ
る
。

　
第
五
に
、
近
代
化
過
程
に
お
け
る
大
正
、
昭
和
期
の
研
究
に
お
い
て

は
、
当
時
を
直
接
知
る
、
あ
る
い
は
一
代
前
の
人
々
か
ら
話
を
聞
き
、

記
憶
し
て
い
る
人
物
へ
の
聞
き
取
り
、
す
な
わ
ち
「
証
言
」
を
聞
き
取

る
と
い
う
作
業
が
大
事
で
あ
る
。
今
回
も
可
能
な
範
囲
で
実
施
し
た
が
、

こ
の
作
業
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
近
い

う
ち
に
日
本
最
湖
の
観
光
バ
ス
ガ
イ
ド
（
亀
の
井
バ
ス
）
と
言
わ
れ
、

生
前
の
熊
八
を
知
る
村
上
ア
ヤ
メ
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
実
現
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
　
科
学
的
な
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
ヘ

　
近
年
は
別
府
の
近
代
化
過
程
や
発
展
経
過
、
―
熊
八
や
彼
に
関
わ
っ
た

人
物
に
つ
い
て
も
う
少
し
科
学
的
に
分
析
し
、
歴
史
研
究
を
深
め
よ
う

と
す
る
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。
後
世
に
生
き
る
人
々
が
歴
史
か
ら
正
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し
く
学
ぶ
に
は
、
史
実
を
確
認
し
、
科
学
的
な
歴
史
研
究
を
積
み
重
ね

る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
取
組
は
、
時
に
は
通
説
を
否
定

す
る
よ
う
な
内
容
に
な
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
例
え
ば
、
平
成
一
五
年

六
月
二
十
一
日
号
の
大
分
合
同
新
聞
で
は
、
「
温
泉
マ
ー
ク
」
の
熊
八

考
案
説
が
否
定
さ
れ
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
熊
八
の

実
像
の
全
容
解
明
を
試
み
た
三
重
野
論
文
（
平
成
ヱ
八
年
。
表
一
の
記

号
ｉ
）
、
あ
る
い
は
熊
八
の
伝
説
性
に
疑
問
を
抱
き
、
彼
の
業
績
の
再

検
討
を
試
み
た
堀
田
穣
論
文
（
同
ｆ
。
民
ｋ
）
な
ど
も
出
て
き
て
い
る
。

　
堀
田
は
、
児
童
文
化
論
・
図
書
館
情
報
学
を
専
門
と
す
る
が
、
「
油

屋
熊
八
の
実
像
を
探
る
」
（
『
別
府
史
談
』
第
て
八
号
）
で
は
、
梅
田
凡

平
ら
の
お
伽
倶
楽
部
活
動
を
、
当
時
の
全
国
的
な
動
き
や
瀬
戸
内
海
を

結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
展
開
の
中
か
ら
分
析
を
試
み
、
「
油
屋
熊
八
伝
説

を
疑
う
」
（
『
人
間
文
化
研
究
第
九
号
』
）
で
は
、
別
府
お
伽
倶
楽
部
の

功
績
は
、
熊
八
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
当
時
全
国
的
な
動
き
で
あ
っ
た

お
伽
倶
楽
部
活
動
の
瀬
戸
内
海
版
（
瀬
戸
内
海
コ
ド
モ
連
盟
）
が
活
発

化
し
、
別
府
が
瀬
戸
内
海
の
拠
点
化
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
「
子
ど
も
」

が
新
た
な
観
光
の
テ
ー
マ
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
、

こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
熊
八
の
個
人
的
な
業
績
と
の
見
方
を

否
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
油
屋
熊
八
伝
説
の
生
成
」
（
『
人
間
文
化

研
究
第
十
号
』
）
で
は
、
『
日
本
新
八
景
』
の
選
定
に
お
け
る
熊
八
の
活

躍
、
さ
ら
に
は
お
伽
倶
楽
部
で
の
活
躍
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者

の
部
分
は
専
ら
梅
田
凡
平
の
活
躍
が
主
で
あ
り
、
梅
田
の
関
西
等
で
の

人
脈
が
別
府
観
光
の
振
興
に
貢
献
し
た
と
し
て
い
る
。

　
あ
る
い
は
、
熊
八
の
最
大
の
功
績
は
別
府
の
宣
伝
に
あ
る
が
、
そ
れ

は
民
間
人
と
し
て
の
活
躍
で
あ
り
、
行
政
も
当
然
精
力
的
に
行
っ
て
い

た
こ
と
で
あ
り
、
筆
者
は
む
し
ろ
官
民
共
同
で
の
宣
伝
戦
略
の
展
開
こ

そ
が
功
を
奏
し
た
と
考
え
て
い
る
。
志
多
摩
本
で
は
、
熊
八
が
来
る
前

段
階
の
明
治
三
十
九
年
時
点
で
、
別
府
、
浜
脇
両
町
の
合
併
を
記
念
し
、

別
府
町
長
の
日
名
子
太
郎
が
大
阪
方
面
に
出
か
け
、
別
府
温
泉
を
宣
伝

し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
新
聞
記
者
や
作
家
を
招
き
、
別
府
宣
伝
を
仕

掛
け
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
別
府
町
誌
に
も
「
別
府
宣
伝
は
、
既

に
明
治
後
期
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
が
、
中
央
の
大
新
聞
の
記
者
を
招

い
て
、
そ
の
別
府
紀
行
文
を
新
聞
に
連
載
し
て
も
ら
っ
た
り
、
油
屋
熊

八
ら
の
先
覚
者
た
ち
が
私
利
を
離
れ
て
別
府
宣
伝
に
大
き
な
成
果
を
あ

げ
た
の
で
あ
る
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
ぃ
。

　
す
な
わ
ち
、
熊
八
が
別
府
に
来
る
明
治
末
頃
に
は
、
日
名
子
太
郎
は
、

既
に
し
た
た
か
に
別
府
宣
伝
の
手
を
打
ち
始
め
て
い
た
訳
で
、
そ
う
し

た
而
も
含
め
た
ソ
フ
ト
戦
略
の
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
日
名
子
太
郎
は

後
の
四
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
都
市
計
画
事
業
の
推
進
と
い
う
ハ
ー
ド

事
業
と
、
こ
こ
で
言
う
宣
伝
と
い
う
ソ
フ
ト
戦
略
を
と
も
に
意
識
し
た
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都
市
政
策
を
進
め
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
人
物
の
別
府
振
興
に
果
た
し

た
功
績
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
る
。
筆
者
は
日
名
子
太
郎
の
研
究
を
、

今
後
さ
ら
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

三
　
大
正
期
の
別
府
繁
栄
の
概
況

　
別
府
は
、
日
本
一
の
湯
量
と
質
を
誇
る
、
日
本
を
代
表
す
る
温
泉

地
で
あ
る
。
平
成
一
九
年
度
の
市
発
行
の
観
光
動
態
要
覧
に
よ
れ

ば
、
源
泉
数
（
孔
）
は
二
、
八
三
二
で
、
一
分
間
の
湧
出
量
は
毎
分

九
五
、
一
九
〇
リ
ッ
ト
ル
、
泉
質
は
地
球
上
の
十
一
種
類
中
十
種
類
が

存
在
し
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
い
ず
れ
も
日
本
一
と
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
江
戸
時
代
ま
で
は
あ
ま
り
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
ず
、

一
地
方
の
温
泉
地
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
明
治
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
も
明
治
も
三
十

年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
期
に
日
本
に
滞
在
し
、
草
津
温
泉
を

研
究
し
、
そ
れ
を
世
界
に
知
ら
し
め
た
ド
イ
ツ
人
の
エ
ル
ビ
ィ
ン
・
フ
ォ

ン
・
ベ
ル
ツ
博
士
が
、
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
に
別
府
を
訪
れ
た

際
に
述
べ
た
次
の
よ
う
な
言
葉
は
、
当
時
の
別
府
を
み
ご
と
に
言
い
当

て
て
い
る
。
な
お
、
博
士
は
、
東
京
帝
大
の
教
え
子
、
鳥
潟
恒
吉
（
明

治
三
十
一
年
に
創
設
さ
れ
た
朝
見
病
院
創
立
者
）
の
招
き
で
来
別
し
、

鳥
潟
と
日
名
子
太
郎
が
案
内
役
を
務
め
た
が
、
博
士
は
別
府
の
こ
と
を

「
東
洋
の
ナ
ポ
リ
」
と
絶
賛
し
た
と
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
こ
の
よ
う
な
「
清
秀
閑
雅
」
な
温
泉
地
は
、
世
界
各
国
の
う
ち
で

　
も
、
ほ
と
ん
ど
例
を
み
な
い
。
温
泉
地
は
い
た
る
所
に
あ
る
が
、
山

　
海
の
景
勝
を
兼
ね
備
え
た
所
は
非
常
に
少
な
い
。
熱
海
は
境
域
が
狭

　
く
、
別
府
の
雛
形
の
よ
う
で
あ
る
。
「
別
府
は
実
に
熱
海
の
大
な
る

　
も
の
な
り
」
と
、
激
賞
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
交
通
機

　
開
が
不
充
分
で
あ
る
こ
と
や
、
温
泉
地
と
し
て
の
「
諸
般
の
設
備
」

　
が
未
整
備
で
あ
る
点
な
ど
を
指
摘
し
た
。
例
え
ば
、
公
園
・
海
水
浴

　
場
が
Ｉ
カ
所
も
無
い
こ
と
は
「
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

　
（
大
正
三
年
版
『
別
府
町
史
』
Ｊ
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
頃
の
別
府
は
、
風
光
明
媚
な
魅
力
的
な
地
で
は
あ
っ

た
が
、
と
て
も
そ
の
後
の
華
や
か
な
温
泉
観
光
地
と
は
ほ
ど
遠
い
状
況

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
明
治
末
年
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
観
光
動
向
を
み
る
と
、
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
が
、
別
府
市
訪
に
よ
る
と
、
「
明

治
十
三
年
ご
ろ
、
別
府
を
訪
れ
た
入
湯
客
は
年
間
わ
ず
か
二
万
人
で

あ
っ
た
が
、
四
十
年
に
は
四
〇
万
人
を
超
え
、
鉄
道
開
通
の
四
十
四
年

に
は
、
五
〇
万
人
を
超
え
」
む
、
あ
る
い
は
「
日
露
戦
争
を
境
に
入
場
者

は
飛
躍
的
に
増
大
、
三
九
年
度
三
九
万
五
、
三
〇
三
人
か
ら
四
四
年
度

に
は
五
四
万
五
、
〇
〇
九
人
（
宿
泊
者
数
）
と
な
っ
た
」
む
と
あ
る
。
明

一
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治
十
三
年
か
ら
四
十
年
の
間
の
二
七
年
間
に
約
二
〇
倍
、
明
治
末
年
の

五
年
間
で
も
実
数
で
十
四
万
九
、
七
〇
六
人
、
割
合
で
い
く
と
三
七
・
八

八
Ｉ
セ
ン
ト
の
増
加
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
が
需
要
だ
と
す
れ
ば
、
供
給
面
の
宿
泊
施
設
の
方
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
別
府
市
誌
（
二
〇
〇
五
年
版
）
に
は
、
明
治

三
五
（
一
九
〇
二
）
年
の
別
府
町
で
は
名
前
が
分
か
る
十
軒
の
ほ
か
に

数
十
軒
の
旅
館
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
亀
川
に
も
二
十
軒
ほ
ど
の
宿
屋

が
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
「
明
治
瞑
二
年
に
な
る

と
別
府
町
の
宿
屋
は
一
七
五
軒
に
の
ば
っ
た
（
『
市
勢
要
覧
』
）
。
」
む
と
あ

り
、
「
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
」
に
は
二
〇
一
軒
と
な
る
。
昭
和
八
年

（
一
九
三
三
）
に
は
二
九
六
軒
を
数
え
、
亀
川
町
、
朝
日
村
、
石
垣
村

が
合
併
し
た
十
年
に
は
四
〇
二
軒
と
な
っ
た
。
」
四
と
あ
る
か
ら
、
こ
ち

ら
も
急
成
長
で
あ
っ
た
。

　
浦
論
文
（
二
〇
〇
六
）
で
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
旅
館
業

総
数
は
二
Ｉ
五
軒
と
し
て
い
る
が
、
年
代
別
の
旅
館
業
の
創
業
数
推
移

が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
江
戸
期
は
一
軒
、
明
治
十
年
代

は
ゼ
ロ
で
、
二
十
年
代
が
二
五
軒
、
三
十
年
代
が
四
七
軒
、
四
十
年
代

は
四
十
軒
、
大
正
期
は
Ｉ
〇
二
軒
で
、
明
治
三
十
年
以
降
大
正
期
に
か

け
て
急
増
し
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
田
。

　
需
要
と
供
給
の
い
ず
れ
の
点
で
も
、
当
時
の
全
国
の
動
き
が
分
か
ら

な
い
の
で
、
相
対
的
な
評
価
は
で
き
な
い
が
、
別
府
が
明
治
末
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
温
泉
観
光
地
と
し
て
飛
躍
的
に
発
展
し
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

四
　
国
土
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
と
別
府
の
都
市
計
画
事
業

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
時
期
、
別
府
は
か
く
も
急
成
長
を
遂
げ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
地
域
開
発
の
成
否
の
う
ち
、
道
路
・
交
通

基
盤
整
備
、
都
市
計
画
事
業
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
と
観
光
宣
伝
や
イ
メ
ー

ジ
形
成
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面
の
二
面
か
ら
検
証
し
て
み
る
。
ま
ず
、
ハ
ー

ド
面
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　
我
が
国
の
産
業
革
命
が
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
大
正
三
年
の
鉱
工
業

生
産
力
を
Ｉ
〇
〇
と
す
る
と
、
明
治
元
年
は
〇
・
三
、
明
治
十
五

年
は
七
・
五
、
明
治
二
十
年
九
・
六
、
二
五
年
に
一
四
・
二
、
三
十
年
に

二
九
・
八
、
四
十
年
に
六
六
・
三
と
い
う
こ
と
で
、
つ
ま
り
明
治
二
十
年

代
か
ら
明
治
末
に
か
け
て
急
激
に
伸
び
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の

間
、
国
土
や
地
方
の
地
域
整
備
も
進
ん
で
い
き
、
鉄
道
は
明
治
二
十
年

ま
で
の
総
延
長
は
九
五
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
十
年
後

の
明
治
三
十
年
に
は
四
、
八
四
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
で
延
伸
し
回
、
明
治

期
に
ほ
ぼ
今
日
の
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
て
い
る
。
港
湾
整
備

も
明
治
後
期
に
着
工
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
土
木
技
術
面
で
も
機
械
化
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が
進
み
、
ト
ン
ネ
ル
延
長
や
橋
梁
ス
パ
ン
な
ど
も
飛
躍
的
に
伸
び
て
き

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
生
産
力
の
増
大
に
伴
う
国
富
の
増
大
や
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
は
、
当
然
の
帰
結
と
し
て
国
民
の
移
動
を
促
し
、
一
種
の
観

光
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
別
府
も
こ
の
流
れ
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
社
会
資
本
整

備
を
進
め
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
別
府
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
の
で

あ
る
。

　
ま
ず
は
鉄
道
や
港
湾
整
備
で
あ
る
。
ベ
ル
ツ
博
士
の
発
言
が
あ
っ
た

翌
年
の
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
五
月
に
、
地
域
が
限
定
は
さ
れ
て

い
た
も
の
の
「
別
大
電
車
」
が
開
業
し
た
。
別
府
市
誌
第
一
巻
に
は
、

「
日
本
最
初
の
路
面
電
車
は
京
都
市
の
二
八
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
地
方

と
し
て
は
最
も
早
い
時
期
で
あ
り
、
全
国
で
は
六
番
目
、
九
州
で
は
最

初
で
あ
っ
た
。
」
回
と
あ
る
か
ら
交
通
整
備
に
は
か
な
り
積
極
的
な
姿
勢

が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
よ
う
に
早
い
時
期
に
電
車
が
走
っ
た
背
景

に
は
「
火
力
発
電
所
の
稼
動
が
東
京
に
次
い
で
全
国
二
番
目
で
、
明
治

三
十
三
年
三
月
に
稼
動
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
」
と
外
山
健
一
は
指

摘
す
る
。
残
念
な
が
ら
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
通
じ
る
鉄
道
整
備
は
、

明
治
四
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
よ
う
や
く
開
通
と
い
う
こ
と
で
、
こ

ち
ら
の
方
は
決
し
て
早
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
が
、
そ
れ
で
も
三
重
野

は
、
「
明
治
四
四
年
に
は
日
豊
線
小
倉
－
大
分
聞
か
開
通
、
四
五
年
（
大

正
元
年
）
に
は
、
大
阪
商
船
の
別
府
・
大
阪
専
用
航
路
も
開
か
れ
（
隔

日
出
帆
）
、
別
府
は
浮
揚
期
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
」
回
と
述
べ
て
お
り
、

交
通
基
盤
整
備
が
ほ
ぼ
明
治
期
に
整
い
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
別
府
の
大

正
期
の
飛
躍
が
担
保
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
筆
者
が
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
が
、
大
正
期
に
精
力
的

に
取
り
組
ま
れ
た
「
市
区
改
正
」
に
基
づ
く
道
路
整
備
や
耕
地
整
理
、

上
水
道
の
整
備
な
ど
の
、
つ
ま
り
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
「
都
市
計
画
」

事
業
の
推
進
で
あ
る
。
俄
か
に
温
泉
観
光
地
と
し
て
注
目
さ
れ
、
観
光

客
が
急
増
し
、
宿
泊
施
設
も
増
加
し
、
人
口
も
仲
び
て
い
っ
た
の
で
は

あ
る
が
、
元
々
の
農
山
漁
村
か
ら
無
秩
序
に
街
が
造
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ

と
は
、
別
府
発
展
に
と
っ
て
は
弊
害
に
な
る
と
考
え
た
当
時
の
為
政
者

（
日
名
子
太
郎
夕
吉
田
嘉
一
郎
）
ら
は
、
明
治
四
十
二
年
に
「
市
区
改

正
規
程
」
を
町
会
で
可
決
さ
せ
る
と
、
主
要
幹
線
道
路
の
整
備
を
明
治

四
十
四
年
に
完
成
さ
せ
、
そ
の
後
の
大
正
期
に
は
次
々
と
耕
地
整
理
を

進
め
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
、
海
岸
地
で
の
埋
め
立
て
工
事
が
進
み
、
昭

和
三
。
四
年
に
は
、
ほ
ぼ
事
業
を
完
成
し
て
い
る
回
。

　
同
時
期
、
明
治
三
八
年
の
日
名
子
太
郎
の
提
案
か
ら
千
二
年
後
の
大

正
六
年
四
月
一
日
に
は
、
上
水
道
の
整
備
も
完
了
し
て
い
る
（
全
国
で

三
七
番
目
）
が
、
県
都
の
大
分
市
の
上
水
道
完
工
が
昭
和
二
年
七
月
と
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い
う
心
か
ら
、
別
府
の
取
組
が
い
か
に
早
い
か
が
分
か
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
目
本
の
地
方
に
お
い
て
稀
に
見
る
速
さ
で
、
別
府
の
都

市
計
画
全
般
が
仕
上
が
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
別
府
市
誌
第
一
巻

（
二
〇
〇
五
）
の
二
Ｉ
六
頁
に
は
、
昭
和
三
年
刊
の
『
別
府
市
勢
要
覧
』

か
ら
「
別
府
市
街
図
」
を
転
載
し
て
い
る
が
、
碁
盤
の
目
の
み
ご
と
な

ま
で
の
都
市
計
画
が
仕
上
が
っ
て
い
る
。
同
文
献
は
、
市
区
改
正
の
取

組
を
「
大
正
八
年
の
都
市
計
画
法
公
布
に
さ
き
が
け
た
、
先
見
性
の
あ

る
近
代
化
政
策
で
あ
っ
た
。
」
に
と
評
価
し
て
い
る
。
次
節
で
は
、
別
府

の
観
光
振
興
に
お
い
て
民
間
人
と
し
て
活
躍
し
た
熊
八
の
人
物
評
を
述

べ
る
が
、
筆
者
は
、
む
し
ろ
目
名
子
ら
の
こ
の
都
市
計
画
事
業
の
取
組

こ
そ
、
大
正
期
の
別
府
の
温
泉
観
光
地
と
し
て
の
飛
躍
の
最
大
要
因

だ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

五
　
油
屋
熊
八
の
人
物
像
と
魅
力

　
筆
者
は
、
地
域
振
興
を
図
る
に
は
、
港
湾
、
道
路
、
鉄
道
な
ど
の
交

通
基
盤
や
都
市
計
画
事
業
と
い
っ
た
物
的
（
ハ
ー
ド
）
整
備
と
と
も
に

教
育
文
化
振
興
や
産
業
振
興
、
地
域
イ
メ
ー
ジ
形
成
と
い
っ
た
非
物
的

（
ソ
フ
ト
）
事
業
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
前
述
の
と

お
り
、
大
正
期
の
別
府
の
ハ
ー
ド
整
備
は
全
国
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
、

高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
他
に
抜
き
ん
で
た
優
位
性
を
確

保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
地
域
振
興
の
た
め
の
ソ
フ
ト
事
業
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
に
登
場

し
て
き
た
の
が
、
油
屋
熊
八
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
熊
八
が
別
府
に
来
て
亀
の
井
旅
館
を
創
業
し
た
の
が
明
治
四
十
四
年

十
月
一
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
や
ら
、
熊
八
は
こ
う
し
た
別
府
の

動
向
を
睨
ん
で
、

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

別
府
で
の
旅
館
業

を
企
て
た
の
で
は

な
い
の
か
、
と
い

う
の
が
三
重
野
や

筆
者
の
見
方
で
あ

る
。
た
だ
し
、
熊

八
が
そ
の
よ
う
に

考
え
て
別
府
に
来

た
と
い
う
こ
と
を

実
証
す
る
裏
付
け

は
残
念
な
が
ら
無

い
。

油屋熊ハの生誕地（右側中央、タクシーの後ろの店付近）〈筆者撮影〉

と
こ
ろ
で
熊
八
に
関
す
る
文
献
は
多
い
が
、
必
ず
し
も
学
術
的
か
つ
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体
系
的
に
研
究
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
本
人
が
残
し
た
日
記
や

資
料
は
少
な
く
、
彼
の
人
生
全
て
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
な
お
、
亀
の
井
ホ
テ
ル
に
は
熊
八
が
自
伝
と
し
て
書
き
始
め

た
と
思
わ
れ
る
直
筆
の
原
稿
や
大
正
末
期
に
建
築
し
よ
う
と
し
た
ホ
テ

ル
建
築
の
趣
意
書
が
あ
り
、
再
度
そ
の
読
解
を
試
み
、
そ
こ
か
ら
彼
の

当
時
の
町
政
に
対
す
る
意
見
や
、
彼
の
考
え
る
別
府
の
未
来
像
な
ど
を

読
み
と
る
作
業
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
表
一
に
掲
げ
た
文
献
の
ほ
と
ん
ど
が
同
じ
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
扱
っ
て
お
り
、
あ
る
い
は
作
品
に
よ
っ
て
は
脚
色
さ
れ
、
ど
こ
ま

で
が
真
実
で
ど
こ
か
ら
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
こ

と
が
多
い
。
筆
者
は
も
う
少
し
時
間
を
か
け
、
熊
八
な
ら
び
に
同
時
代

を
生
き
た
そ
の
取
り
巻
き
達
や
、
女
性
、
日
名
子
太
郎
を
は
じ
め
と
し

た
為
政
者
、
別
府
の
観
光
振
興
に
尽
力
し
た
そ
の
他
多
く
の
人
物
の
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
大
正
期
の
別
府
振
興
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
ま
ず
は
熊
八
の
人
物
像
と
筆
者
な
り
の
評
価
を
試
み
て
お

こ
う
と
思
う
。
そ
の
人
物
評
を
最
も
簡
潔
に
言
い
得
て
い
る
の
が
、
兼

子
鎮
雄
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
兼
子
は
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
回
。

　
　
人
物
評

　
　
彼
を
偲
ぶ
彼
の
人
物
評
を
あ
げ
て
見
る
と

　
　
　
　
常
に
先
を
見
る
　
先
端
を
行
く
　
進
歩
的
な
人

　
　
　
　
勤
労
を
愛
し
　
勤
労
を
鼓
吹
す
る
人

　
　
　
　
計
画
の
人
　
計
画
を
必
ず
実
行
す
る
人

　
　
　
　
意
志
の
強
い
人
　
情
に
あ
つ
い
人

　
　
　
　
失
敗
に
屈
せ
ぬ
人
　
立
志
伝
中
の
人

　
　
　
　
別
府
を
愛
し
　
別
府
の
為
に
終
始
尽
し
た
人

　
　
　
　
内
外
に
新
智
を
求
め
各
地
の
長
を
採
る
人

　
　
　
　
宣
伝
す
る
人
　
宣
伝
上
手
な
人

　
　
　
　
常
に
希
望
を
も
ち
　
希
望
に
邁
進
す
る
人

　
　
　
　
博
覧
強
記
の
人
　
天
真
ら
ん
ま
ん
の
人

　
　
　
　
お
客
を
大
事
に
す
る
人
サ
ー
ビ
ス
の
い
き
届
く
人

　
　
　
　
人
に
好
感
を
与
え
る
人
　
人
を
よ
く
調
和
さ
せ
る
人

　
こ
れ
を
は
じ
め
と
し
表
一
に
掲
げ
た
文
献
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
筆

者
は
、
熊
八
は
次
の
七
つ
の
力
が
具
わ
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
見
て
い

る
。
そ
れ
は
、
「
Ａ
．
卓
越
し
た
情
報
力
≒
Ｂ
．
時
代
を
見
抜
く
洞
察
力
」

「
Ｃ
．
奇
抜
な
独
創
力
」
「
Ｄ
．
説
得
性
に
富
む
企
画
力
」
「
Ｅ
．
逞
し

い
実
行
力
」
「
Ｆ
．
幅
広
い
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
」
「
Ｇ
．
人
を
惹
き

つ
け
る
愛
嬌
力
」
で
あ
る
。
以
下
に
、
Ａ
か
ら
Ｇ
ま
で
に
つ
い
て
記
述

す
る
。
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Ａ
．
卓
越
し
た
情
報
力

　
大
阪
に
出
て
、
株
の
相
場
師
に
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る

が
、
相
場
の
世
界
は
通
常
の
情
報
力
で
は
、
凌
い
で
い
け
な
い
世
界
で

あ
る
。
ま
し
て
や
「
油
屋
将
軍
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
熊
八
で
あ
る
。
最

後
は
失
敗
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
力
は
群
を
抜
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

失
意
の
中
で
の
渡
米
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
見
聞

は
、
後
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
に
み
ご
と
に
花
開
い
て
い
る
と
言
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
彼
は
大
阪
時
事
新
聞
の
経
済
記
者
を
経
て
痕
立
し
、
相
場

師
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
記
者
に
な
り
た

か
っ
た
の
か
、
な
ぜ
株
相
場
を
や
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
ま
た
な
ぜ

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
の
か
、
彼
の
地
で
ど
の
よ
う
な
思
い
で
、
ど
の
よ

う
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
な
ど
は
、
全
体
的
に
確
か
な
記
録
が
乏
し

く
、
謎
め
い
て
い
る
。
大
阪
や
東
京
に
も
屋
敷
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、

そ
の
時
代
の
事
、
渡
米
中
の
熊
八
に
つ
い
て
も
研
究
課
題
で
あ
る
。
な

お
、
外
山
の
教
示
に
よ
れ
ば
、
「
ア
メ
リ
カ
に
は
、
『
頭
の
洗
習
の
た
め
』

と
後
述
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
、
ま
た
東
京
に
相
当
の
屋
敷
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
現
地
調
査
と
関
連
資
料
（
地
図
）
で
確
認
し
て
い
る
外

山
は
、
「
熊
八
は
、
決
し
て
無
一
文
で
渡
米
し
た
訳
で
は
な
い
。
東
京

に
熊
八
御
殿
な
る
屋
敷
が
あ
り
、
そ
れ
を
売
り
さ
ば
き
、
資
金
を
持
っ

て
行
っ
た
は
ず
だ
。
」
と
言
う
。

Ｂ
．
時
代
を
見
抜
く
洞
察
力

　
物
事
を
や
る
に
は
豊
富
な
情
報
を
得
る
こ
と
だ
け
で
は
、
不
十
分
で

あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
デ
ー
タ
」
や
「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
っ

た
情
報
に
対
し
、
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
、
す
な
わ
ち
も
の
ご
と
の
意

味
を
解
く
読
解
力
や
本
質
を
見
抜
く
直
感
力
・
洞
察
力
と
い
っ
た
も
の

が
求
め
ら
れ
る
が
、
熊
八
に
は
、
そ
れ
が
十
分
に
具
わ
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
「
勘
が
い
い
男
」
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
は
、
持
っ
て
生
ま

れ
た
才
能
と
も
言
え
れ

ば
、
や
は
り
大
阪
で
の

相
場
師
の
経
験
や
ア
メ

リ
カ
で
の
苦
労
の
影
響

が
大
き
か
っ
た
と
考
え

る
。

　
あ
る
い
は
、
青
少
年

期
に
培
わ
れ
た
も
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
宇

和
島
市
で
の
調
査
も
実

施
し
た
が
、
確
か
な
手

が
か
り
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

油屋熊八が町会議員として活躍した頃の町会議事録綴
　　　　　　　　(宇和島市議会所蔵)
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Ｃ
．
奇
抜
な
独
創
力

　
熊
八
が
手
が
け
た
事
業
は
、
別
府
で
の
個
性
的
な
「
ホ
テ
ル
」
の
経

営
、
地
獄
循
環
道
路
の
整
備
と
地
獄
遊
覧
バ
ス
の
運
行
、
女
性
バ
ス
ガ

イ
ド
の
登
用
、
「
全
国
大
掌
大
会
」
の
開
催
、
「
別
府
宣
伝
協
会
」
や
「
オ

ト
ギ
倶
楽
部
」
の
発
足
、
富
士
山
へ
の
標
柱
設
置
活
動
、
有
名
な
「
山

は
富
士
、
海
は
瀬
戸
内
、
湯
は
別
府
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
創

出
、
海
外
宣
伝
、
『
日
本
新
八
景
』
選
定
へ
の
応
募
活
動
、
宝
塚
少
女

歌
劇
団
の
誘
致
、
九
州
横
断
道
路
の
構
想
な
ど
、
奇
抜
な
ア
イ
デ
ィ
ア

事
業
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
。
い
っ
た
い
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
次
々
と
ア

イ
デ
ィ
ア
が
湧
く
の
か
不
思
議
で
あ
り
、
こ
れ
も
一
つ
の
謎
、
研
究
テ
ー

マ
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
独
創
力
は
、
今
日
で
も
あ
ら
ゆ
る
企
業
や
地
域

に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
言
っ
て
も
、
大
正
期
に
お
い
て
は
、
別

府
の
熊
八
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
別
府
の
情
報
発

信
、
イ
メ
ー
ジ
形
成
上
、
他
の
温
泉
観
光
地
に
対
す
る
比
較
優
位
性
の
形

成
に
貢
献
し
た
点
が
、
熊
八
の
最
大
の
功
績
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

Ｄ
．
説
得
性
に
富
む
企
画
力

　
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
け
で
止
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
企
画
し
、
多

く
は
個
人
丁
人
で
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
賛
同

者
・
協
力
者
を
得
る
た
め
に
企
画
と
し
て
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
点
で
も
、
熊
八
は
他
に
勝
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
際
、
Ａ
、

Ｂ
な
ど
の
力
が
よ
く
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
ホ
テ
ル
構
想
な
ど
を
見
る
と
、

直
ぐ
に
は
実
現
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
プ
ラ
ン
に
は
た
ぶ
ん
に
ア
メ

リ
カ
で
の
滞
在
経
験
が
生
き
て
い
る
よ
う
に
思
え
、
ま
た
協
力
者
を
得

る
こ
と
に
も
成
功
し
て
お
り
、
説
得
性
に
富
む
企
画
を
ま
と
め
る
力
を

読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｅ
．
逞
し
い
実
行
力

　
熊
八
の
凄
さ
の
Ｉ
つ
が
、
企
画
発
案
し
た
こ
と
を
実
行
に
移
す
強
さ

に
あ
る
。
そ
の
逞
し
さ
も
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
も
謎
の
一
つ

で
あ
る
。
実
行
力
と
い
う
の
は
、
思
っ
た
事
を
た
だ
強
引
に
進
め
れ
ば

よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
、
そ
の
こ
と
が
必
要
な
の
か
、
内

容
に
夢
や
ロ
マ
ン
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
か
、
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
場

合
に
よ
っ
て
は
緻
密
な
事
業
計
画
、
財
源
的
裏
付
け
、
将
来
の
発
展
性

な
ど
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
表
現
が
求
め
ら
れ
て
く
る
。
Ｃ
．
で
掲
げ

た
よ
う
な
熊
八
の
取
組
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
行
き
届
い

た
上
で
、
実
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
別
府
に
も
宝
塚
歌
劇
団
の
よ
う
な
も
の
を
つ
く
る
と
い

う
構
想
で
は
、
残
念
な
が
ら
失
敗
す
る
が
、
そ
れ
な
ら
本
物
を
誘
致
し

よ
う
と
阪
急
の
小
林
社
長
を
説
得
す
る
な
ど
、
夢
の
霞
現
に
向
け
て
い

い
意
味
で
の
執
着
や
粘
り
強
さ
、
事
業
手
法
を
臨
機
応
変
に
変
え
て
い

く
な
ど
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
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Ｆ
．
幅
広
い
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力

　
驚
く
の
は
、
そ
の
人
脈
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
さ
と
深
さ
で
あ

る
。
熊
ハ
の
周
り
に
は
、
当
時
の
経
済
界
、
文
学
界
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
人
材
が
様
々
な
形
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
、
そ
の
う
ち
の
一
部
を

挙
げ
れ
ば
、
経
済
人
で
は
、
小
林
一
三
阪
急
社
長
、
森
永
製
菓
創
始
者

の
森
永
太
一
郎
、
後
の
宝
酒
造
の
礎
を
築
い
た
大
宮
庫
吉
、
文
化
人
で

は
、
口
演
童
話
家
の
久
留
島
武
彦
、
童
話
作
家
の
巌
谷
小
波
、
詩
人
の

野
口
雨
情
、
作
曲
家
の
中
山
晋
平
な
ど
の
名
が
挙
が
ス
弓
こ
う
し
た
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
、
対
象
と
し
た
人
材
群
、
そ
れ
ら
を
ど
の

よ
う
に
し
て
作
っ
て
い
っ
た
の
か
な
ど
の
全
体
像
を
解
明
す
る
の
も
、

興
味
深
い
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。

Ｇ
．
人
を
惹
き
つ
け
る
愛
嬌
力

　
非
常
に
パ
ワ
フ
ル
で
、
好
奇
心
旺
盛
、
事
業
欲
が
強
い
強
靭
な
人
間

か
と
思
え
ば
、
酒
は
い
っ
さ
い
飲
ま
な
い
、
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
と
い

う
。
ア
メ
リ
カ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
、
清
貧
な
質
素
な
生

き
ざ
ま
を
も
感
じ
さ
せ
る
。
時
に
喧
嘩
も
ど
き
の
ぶ
つ
か
り
合
い
も
辞

さ
な
い
か
と
思
え
ば
、
「
旅
人
を
ね
ん
ご
ろ
に
迎
え
よ
」
と
、
観
光
サ
ー

ビ
ス
面
で
は
、
徹
底
し
た
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
発
揮
す
る
。
全
国
大
掌

大
会
に
至
っ
て
は
、
自
ら
も
参
加
し
全
国
二
十
位
と
い
う
こ
と
で
喜
び
、

以
来
、
色
紙
に
手
形
を
押
し
ま
く
っ
た
と
い
う
。
幾
つ
に
な
っ
て
も
「
万

年
青
年
」
と
書
く
か
ら
、
本
当
に
い
つ
も
張
り
切
り
、
い
き
い
き
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
う
し
た
人
間
的
面
白
さ
・
魅
力
を
「
愛

嬌
力
」
と
表
現
し
て
み
た
。
こ
の
「
愛
嬌
力
」
こ
そ
、
老
若
男
女
、
誰

を
も
惹
き
付
け
る
魅
力
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

六
　
熊
八
を
取
り
巻
い
た
人
々

　
次
に
、
熊
ハ
を
取
り
巻
く
人
物
た
ち
に
つ
い
て
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
て

考
え
て
み
る
。
ま
ず
第
一
に
あ
げ
る
べ
き
は
親
族
で
あ
る
。
妻
ユ
キ
は
、

宇
和
島
藩
主
伊
達
宗
城
側
用
人
戸
田
義
成
の
娘
で
、
熊
八
と
は
再
婚
で

あ
っ
た
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
と
い
っ
た
資
料
は
無
く
、

多
く
が
謎
で
あ
る
。
熊
ハ
の
女
性
関
係
は
か
な
り
な
も
の
で
、
こ
の
あ

た
り
は
、
こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
著
作
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も

の
の
、
真
偽
の
ほ
ど
は
分
か
ら
な
い
。
多
く
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
熊
八
と
既
墾
の
仲
だ
っ
た
女
性
と
し
て
、
村
上
本
で

「
亀
井
タ
マ
エ
」
と
言
う
名
の
女
性
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
「
亀
井

ア
イ
」
と
い
う
実
在
の
女
性
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
何
人
か
に
「
亀
井
タ
マ
エ
、
ま
た
は
亀

井
ア
イ
な
る
人
物
を
ご
存
じ
で
す
か
」
と
尋
ね
て
み
た
が
、
古
川
功
（
元

亀
の
井
ホ
テ
ル
社
長
）
や
油
屋
正
一
　
（
熊
八
の
実
子
、
長
男
）
ら
の
証

言
で
は
、
前
者
に
つ
い
て
は
実
在
者
で
あ
っ
た
と
の
確
認
は
取
れ
な

一
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か
っ
た
が
、
後
者
の
「
亀
井
ア
イ
」
が
実
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
外
山
に
よ
れ
ば
、
「
昭
和
十
一
年
七
月
二
八
日
付
け
（
大
分
新
聞
）

に
『
亀
井
ア
イ
、
突
然
満
州
新
京
か
ら
一
時
帰
国
・
・
・
』
と
の
記
事

が
あ
る
」
と
言
う
。
ま
た
亀
井
ア
イ
は
、
熊
八
没
後
十
五
年
目
の
昭
和

二
五
年
に
聞
か
れ
た
「
油
屋
熊
八
翁
を
し
の
ぶ
座
談
会
」
に
も
出
席
し

て
お
り
、
ま
た
生
前
の
彼
女
と
は
熊
八
の
長
男
で
あ
る
正
一
が
何
度
も

出
会
っ
て
お
り
、
「
と
て
も
し
っ
か
り
し
た
人
格
者
で
し
た
。
」
と
の
証

言
を
得
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
女
こ
そ
は
、
岩
藤
本
の
中
で
言
う
「
料

亭
一
つ
家
」
の
女
将
で
、
熊
八
に
旅
館
経
営
を
教
え
た
重
要
な
人
物
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　
な
お
「
亀
の
井
旅
館
」
の
（
亀
の
井
）
は
、
志
多
摩
本
で
は
、
「
油

屋
ユ
キ
は
旅
館
の
名
に
迷
っ
た
が
、
熊
八
が
大
阪
の
邸
宅
に
い
る
と
き

好
き
だ
っ
た
鶴
亀
の
置
物
、
庭
に
は
亀
の
甲
ら
を
も
じ
っ
た
井
形
の
泉

水
を
つ
く
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
熊
八
が
気
に
い
る
こ
と
を
確
信
し
て

亀
の
井
旅
館
（
現
亀
の
井
ホ
テ
ル
の
前
身
）
と
名
付
け
た
。
」
田
と
あ
る
が
、

他
の
多
く
の
文
献
で
は
亀
井
ア
イ
の
名
か
ら
取
っ
た
と
い
う
説
が
有
力

で
あ
る
。

　
恐
ら
く
、
「
亀
井
ア
イ
」
は
相
当
の
経
済
人
で
あ
り
、
熊
八
に
と
っ

て
は
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
先
輩
で
あ
り
、
ま
た
熊
八
の
良
き
協
力
者
、
今
風

に
言
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
岩
藤
の
作
品
は
、
こ
の
亀
井
ア
イ
に
関
す
る
描
写
が
実
に
細
か
く
、

か
つ
熊
八
と
の
関
係
も
実
に
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
岩

藤
は
、
「
亀
の
井
旅
館
」
の
（
亀
の
井
）
は
、
亀
井
ア
イ
の
名
か
ら
き

て
い
る
と
し
て
い
る
。
男
女
関
係
の
問
題
は
さ
て
お
く
と
し
て
、
熊
八

と
の
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
付
き
合
い
は
深
い
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
熊
八
研
究
に
は
亀
井
ア
イ
の
研
究
も
欠
か
せ
ず
、
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

　
熊
八
を
取
り
巻
く
第
二
グ
ル
ー
プ
は
熊
八
も
含
め
「
四
天
王
」
と
い

わ
れ
た
宇
都
宮
則
綱
、
梅
田
凡
平
、
原
北
陽
ら
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
熊

ハ
に
負
け
ず
劣
ら
ぬ
個
性
的
な
人
物
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
四
人
の
活

躍
が
、
後
の
多
く
の
文
献
に
登
場
す
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人

物
研
究
が
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
宇
都
宮
は
、
自
伝
を

残
し
て
い
る
が
、
‘
梅
田
に
つ
い
て
は
、
略
歴
や
い
く
ら
か
の
評
伝
が
あ

る
程
度
で
、
本
当
の
と
こ
ろ
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
原
北
陽
に
至
っ
て
は
、

筆
者
の
手
元
に
は
資
料
ら
し
い
も
の
は
何
も
無
い
。
「
広
島
県
出
身
で
、

今
も
ゆ
か
り
の
親
族
が
写
真
店
を
営
ん
で
い
る
。
」
と
外
山
は
語
っ
て

く
れ
た
が
、
原
北
陽
研
究
も
課
題
と
し
て
残
る
。

　
第
三
の
グ
ル
ー
プ
が
、
熊
八
が
興
し
た
「
亀
の
井
旅
館
」
を
発
端
と

し
、
そ
の
後
、
ホ
テ
ル
、
交
通
、
観
光
関
連
で
拡
大
し
て
い
く
亀
の
井

グ
ル
ー
プ
を
作
り
だ
し
て
い
く
、
草
創
期
の
関
係
者
で
あ
る
。
志
多
摩

一37一



本
や
村
上
本
な
ど
に
は
、
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
の
名
前
が
登
場
す
る
。
彼

ら
は
、
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
熊
八
の
会
社
、

事
業
そ
の
も
の
に
寄
与
し
た
人
々
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
も
そ
れ

な
り
に
大
事
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
は
や
は
り

乏
し
い
。
こ
れ
も
今
後
の
研
究
課
題
と
な
る
。

　
第
四
が
、
グ
ル
ー
プ
と
い
う
よ
り
、
熊
八
と
ご
縁
の
あ
っ
た
様
々
な

地
元
内
外
の
経
済
人
や
政
治
家
、
文
化
人
ら
で
あ
る
。
そ
れ
な
り
に
名

の
通
っ
た
人
々
な
の
で
、
個
々
の
人
物
像
は
あ
る
程
度
分
か
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
な
ぜ
別
府
や
熊
八
と
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
を
整
理
す
る

こ
と
は
、
熊
八
の
人
物
研
究
や
別
府
振
興
の
要
因
分
析
に
関
わ
っ
て
く

る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
一
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に
な
り
う
る
。

七
　
ま
と
め

　
別
府
は
、
湯
量
と
そ
の
質
に
お
い
て
日
本
一
で
あ
っ
た
が
、
明
治

三
十
年
代
初
頭
ま
で
は
、
全
国
的
に
知
ら
れ
た
観
光
地
と
は
言
え
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
我
が
国
の
産
業
革
命
が
軌
道
に
乗
り
、
国
土
交
通

網
整
備
が
進
む
と
と
も
に
、
国
民
の
移
動
が
活
発
化
し
、
「
大
正
期
の

観
光
ブ
ー
ム
」
が
起
こ
る
。
そ
の
時
流
に
別
府
は
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
乗

り
、
当
時
の
為
政
者
や
住
民
ら
の
努
力
も
あ
り
、
全
国
の
他
の
地
方
に

先
が
け
る
形
で
、
鉄
道
整
備
、
港
湾
整
備
、
都
市
計
画
（
道
路
整
備
・

耕
地
整
理
）
、
上
水
道
整
備
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
都
市
の
物
的
（
ハ
ー
ド
）

整
備
を
完
了
し
、
観
光
に
十
分
対
応
し
え
る
都
市
づ
く
り
が
進
ん
だ
こ

と
と
同
時
に
、
積
極
的
に
別
府
宣
伝
活
動
と
い
う
ソ
フ
ト
事
業
を
進
め

た
こ
と
が
、
大
き
な
飛
躍
の
要
因
だ
っ
た
と
い
え
る
。

　
そ
う
し
て
既
に
日
名
子
太
郎
ら
別
府
人
ら
が
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

に
お
い
て
別
府
の
地
域
振
興
に
着
手
し
、
軌
道
に
乗
り
出
し
た
明
治
末

年
に
、
別
府
は
空
前
の
ア
イ
デ
ィ
ア
マ
ン
で
あ
る
油
屋
熊
八
を
迎
え
る

の
で
あ
る
。
卓
越
し
た
情
報
力
で
時
代
の
動
き
を
敏
感
に
感
じ
、
時
代

を
見
抜
く
洞
察
力
を
持
ち
、
奇
抜
な
独
創
力
、
説
得
性
に
富
む
企
画
力
、

逞
し
い
実
行
力
、
幅
広
い
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
、
人
を
惹
き
つ
け
る

愛
嬌
力
と
い
っ
た
、
類
い
希
な
才
能
を
持
つ
熊
八
は
、
偶
然
と
は
い
え
、

多
く
の
同
志
を
得
、
勢
い
付
い
て
い
た
別
府
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
観

光
宣
伝
を
中
心
と
し
た
数
々
の
事
業
に
成
功
を
収
め
、
別
府
を
世
に
売

り
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
我
が
国
の
近
代
化
過
程
に
お
い
て
は
、
国

土
開
発
や
地
域
開
発
に
お
い
て
は
ハ
ー
ド
整
備
が
先
行
し
た
点
で
は
、

戦
後
日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
と
よ
く
似
て
い
る
と
も
言
え
る
。
そ
し

て
高
度
経
済
成
長
期
後
は
、
「
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
ヘ
」
「
文
化
の
時

代
」
が
標
榜
さ
れ
、
地
域
振
興
の
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
が
希
求
さ
れ
た

よ
う
に
、
大
正
期
に
は
地
域
振
興
策
も
地
域
情
報
発
信
に
重
点
が
移
っ
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て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
を
い
ち
早
く
も
の
に
し
た
の
が
別
府
で

あ
っ
た
と
筆
者
は
評
価
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
大
正
期
に
「
観
光
振
興
」

を
テ
ー
マ
に
、
別
府
は
み
ご
と
に
全
国
の
先
駆
け
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

の
モ
デ
ル
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
「
油
屋
熊
八
が
別
府
を
創
っ
た
」
と
も
言
え
る
が
、

「
勢
い
付
い
て
い
た
別
府
が
油
屋
熊
八
を
創
っ
た
」
と
も
言
え
る
の
で

あ
る
。

油屋熊八の墓（宇和島市内「光國寺」内）

謝
辞

　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
、
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。

と
く
に
三
重
野
勝
人
氏
、
村
上
秀
夫
氏
、
岩
藤
み
の
る
氏
、
古
川
功
氏
、

外
山
健
一
氏
、
小
野
弘
氏
、
油
屋
正
一
氏
、
梅
田
智
行
氏
、
衛
藤
健
二
氏
、

山
口
隆
史
氏
、
吉
永
秀
生
氏
に
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ヘ
の
対
応
や
資
料

提
供
、
助
言
な
ど
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
大
分
県
立
図
書
館
、
別
府
市
立

図
書
館
、
別
府
市
観
光
協
会
、
宇
和
島
市
立
図
書
館
、
宇
和
島
市
議
会

等
に
は
、
資
料
検
索
で
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。
う
か
が
っ
た
内

容
や
資
料
を
十
分
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
本
文
中
敬
称
は

略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど
を
お
許
し
願
い
た
い
。
こ
れ
ら
の
人
々

す
べ
て
に
対
し
、
紙
面
を
借
り
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

注
・
参
考
文
献

い
明
治
二
年
に
天
皇
が
東
遷
す
る
と
、
ま
ち
は
衰
退
し
幕
末
嘉
永
三
年

　
（
一
八
五
〇
）
に
二
九
万
人
だ
っ
た
京
都
市
の
人
口
も
、
明
治
十
年

　
（
一
八
七
七
）
に
は
、
二
三
万
人
に
減
っ
た
。
歴
代
の
知
事
は
、
各

　
種
の
産
業
振
興
策
を
打
ち
出
す
が
、
決
定
打
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

お
琵
琶
湖
疏
水
は
、
明
治
一
八
年
か
ら
二
三
年
ま
で
の
五
年
間
を
か
け

　
て
完
成
し
た
、
‘
琵
琶
湖
の
水
を
京
都
市
に
引
き
、
工
業
・
農
業
振
興
、

　
水
運
等
の
七
大
目
的
で
建
設
さ
れ
た
多
目
的
運
河
で
、
建
設
費
は
約

　
二
Ｉ
五
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
水
力
発
電
を
お
こ
し
、
も
っ
て

　
船
を
上
下
さ
せ
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
整
備
や
工
業
振
興
、
市
電
の
運
行

　
が
な
さ
れ
、
京
都
市
は
一
気
に
活
性
化
さ
れ
た
と
い
う
。
明
治
中
期

　
の
地
域
開
発
の
成
功
例
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

お
大
正
期
に
「
観
光
ブ
ー
ム
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
事
象
の
Ｉ

　
つ
と
し
て
、
昭
和
二
年
の
「
日
本
新
八
景
」
の
選
定
や
、
二
〇
〇
八
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年
の
八
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
東
京
に
あ
る
「
江
戸
東
京
博
物
館
」

　
の
展
覧
会
「
『
美
し
き
日
本
－
大
正
昭
和
の
旅
』
展
」
で
の
展
示

　
物
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
博
物
館
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、
「
大

　
正
元
年
に
ジ
ャ
パ
ン
・
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
設
立
さ
れ
、
「
美

　
し
い
」
日
本
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
海
外
へ
向
け
た
積
極
的
な
誘

　
致
が
行
わ
れ
、
外
国
人
旅
行
者
も
日
本
の
観
光
地
を
訪
れ
る
よ
う
に

　
な
り
ま
し
た
。
」
と
あ
る
。

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
e
d
o
.
t
o
k
y
o
‐
m
u
s
e
u
m
.
o
r
.
j
p
p
/
k
i
k
a
k
u
/

　
p
a
g
e
/
2
0
0
5
/
0
8
3
0
/
p
r
e
s
s
/
p
r
e
s
s
.
p
d
f
#
s
e
a
r
c
h
=
’
大
正
期
の
観
光

　
ブ
ー
ム
。

０
浦
達
雄
「
温
泉
地
の
輪
廻
か
ら
み
た
別
府
八
湯
と
今
後
の
課
題
」
『
別

　
府
史
談
第
十
九
号
』
別
府
史
談
会
、
二
〇
〇
六
年
、
三
月
、
十
二
頁
。

い
志
多
摩
丁
夭
、
『
別
府
開
発
の
偉
人
　
油
屋
熊
八
』
一
九
七
九
年
、

　
二
六
～
二
七
頁
、
及
び
『
別
府
市
誌
』
別
府
市
、
一
九
七
三
年
、

　
六
〇
六
頁
。

卵
『
別
府
市
誌
第
一
巻
』
別
府
市
、
二
〇
〇
五
年
、
一
二
Ｉ
頁
。

ｎ
『
別
府
市
誌
』
別
府
市
、
一
九
七
三
年
、
六
〇
五
頁
。

㈲
『
別
府
市
誌
第
一
巻
』
別
府
市
、
二
〇
〇
五
年
、
コ
一
二
頁
。

㈲
『
別
府
市
誌
第
二
巻
』
別
府
市
、
二
〇
〇
五
年
、
一
六
二
頁
。

㈲
前
掲
書
、
ヱ
八
三
頁
。

巾
前
掲
の
浦
論
文
、
十
二
頁
。

肺
（
社
）
土
木
学
会
『
土
木
技
術
の
発
展
と
社
会
資
本
に
開
す
る
研
究
』

　
総
合
研
究
開
発
機
構
、
一
九
八
五
年
七
月
、
五
五
七
～
五
五
九
頁
。

即
『
別
府
市
誌
第
一
巻
』
別
府
市
、
二
〇
〇
五
年
、
一
二
Ｉ
頁
。

回
二
重
野
勝
人
「
油
屋
熊
八
翁
の
実
像
を
探
る
」
『
別
府
史
談
第
十
八

　
号
』
、
別
府
史
談
会
、
二
〇
〇
四
年
、
三
八
頁
。

ｍ
『
別
府
市
誌
第
一
巻
』
別
府
市
、
二
〇
〇
五
年
、
一
二
六
～
一
二
七
頁
。

㈲
前
掲
書
、
二
Ｉ
七
頁
。

巾
前
掲
書
、
回
工
八
頁
。

㈲
兼
子
鎮
雄
「
観
光
別
府
の
先
覚
者
　
油
屋
熊
八
」
、
別
府
市
立
図
書

　
館
蔵
、
フ
九
五
二
年
、
十
八
頁
。

織
田
　
直
文
（
お
だ
・
な
お
ふ
み
）

一
九
五
二
年
金
沢
市
生
れ
。
福
井
大
学
工
学
部
建
設
工
学
科
卒
。
建
築

や
都
市
計
画
の
民
間
会
社
、
財
団
法
人
滋
賀
総
合
研
究
所
、
滋
賀
文
化

短
期
大
学
を
経
て
、
現
在
京
都
橘
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
教
授
。
専

門
は
ま
ち
づ
く
り
政
策
、
地
域
計
画
論
。

主
要
著
書
『
琵
琶
湖
疏
水
』
か
も
が
わ
出
版
（
一
九
九
五
年
）
、
『
文
化

開
発
の
可
能
性
』
編
著
・
晃
洋
書
房
（
二
〇
〇
四
年
）
、
『
臨
地
ま
ち
づ

く
り
学
』
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
（
二
〇
〇
五
年
）
。
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表一　油屋熊八および別府関連文献一覧

筆者による調査に加え、三重野勝人「油屋麹八の実働を探る」（「別府吏鮪」第18号所収）、『BAHANJN.o10 r油屋熊八と別府』を参考に作成した。

２００８年１２月２０日現在。当座で漏れている資料や文献があれば、筆者までご一報いただけると幸いである。ＴＲＬ／ＦＡＸ ０７５－５７５－１８２０
メール:oda●tachlbala-u.acJp
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